（様式1）

平成29年度　下水熱利用アドバイザー派遣等支援事業　応募申請書
平成　　年　　月　　日
下水熱利用アドバイザー派遣等支援事業に応募します。
	応募者
	

	担当者
	フリガナ：
担当者氏名：
	

	
	
	

	
	担当者所属：
	

	
	連絡先（TEL）：
	
	（E-mail）：
	


※担当者氏名および連絡先は、個人情報として取り扱います。ご記入いただいた個人情報は、本書に関する記載内容の照会、審査・選定結果の連絡及び運営管理のために利用させていただき、それ以外の目的には利用致しません。
１．下水熱利用事業の検討内容及び検討状況
応募者における下水熱利用事業の検討状況について、該当するものすべての番号左側の欄に○を付け、検討内容を具体的に記載してください（参考資料を可能な限り添付）。

	検討状況
	
	１
	下水熱利用に関する基礎情報の収集（下水熱利用マニュアル、先行事例の調査）

	
	
	２
	下水熱供給可能箇所に関する情報の収集・熱需要箇所に関する情報の収集

	
	
	３
	具体的な案件における関係者間における事業スキームの協議・検討

	
	
	４
	民間による下水熱利用等を想定した条例等の検討・整備

	
	
	５
	その他（
	
	）

	具体的な
検討内容


	※検討している下水熱利用事業の内容について具体的に記載してください。（具体的に検討している案件や候補地等があれば、記載してください。）


	先行事例等の情報収集や
関係者間での
調整の状況
	※これまでにコンタクトを取ったことがある主体（地方公共団体、メーカー、エネルギーサービス事業者等）の具体的な名称とその関わり方（情報収集、事業化に向けた検討・調整等）について記載してください。



２．本事業で希望するアドバイザーの助言内容、派遣場面及び時期
抱えている課題について具体的に記載するとともに、それを踏まえた助言内容、派遣場面・時期についてそれぞれ番号左側又は下側の欄に○を付けてください。また、希望する助言内容を具体的に記載してください。
	抱えている課題
	※抱えている課題について具体的に必ず記載してください。


	希望する
テーマ
（最も希望するものに◎、希望するものに
○をつける）
【○は複数可】
	
	１
	具体的案件形成に向けた関係者間の連携体制の構築、熱需要家（熱利用者）の探し方

	
	
	２
	具体的案件形成に向けた関係者間の責任分担、契約スキーム、料金設定、協定書作成等

	
	
	３
	民間利用等を想定した下水熱利用事業の関する法令の解釈、条例等の整備方法

	
	
	４
	下水熱利用の基礎情報（概要、先行事例、検討手順、技術・システム、採算性評価等）

	
	
	５
	下水熱ポテンシャルの推計方法、ポテンシャルマップの作成方法

	
	
	６
	その他（
	
	）

	具体的な
助言内容
	※選択した希望するテーマについて、具体的に助言をして欲しい内容を必ず記載してください。


	派遣場面
（セミナー、勉強会、打合せ等）
	
	参加予定者・人数
（主体・組織及び人数等）
	

	希望時期

（○を付ける）
	2017/10
	2017/11
	2017/12
	2018/1
	時期の希望無
	※派遣希望時期は複数の回答が可能ですが、派遣は1回となります。

	
	
	
	
	
	
	


３．実現可能性調査の希望の有無（民間事業者と連携した取組を具体的に検討している団体のみ）
民間事業者と連携した取組を具体的な案件として検討している場合、実現可能性調査の希望の有無を以下に回答してください（該当する選択肢に○を付けてください）。
	実現可能性調査を
	希望する　　　　　　　　　　　　　　　希望しない


※1ページ以内に収まらない場合は、必要に応じて2ページになっても構いません。

